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 イランでは 6 月 14 日に第 10 回大統領選挙が実施され、改革派に近い穏健保守派のロウハー







 同時に 2012 年初頭以来の欧米による対イラン経済制裁の強化という前回の選挙時とは別の
要素もあった。イランの通貨リアルの対米ドル為替レートは制裁強化前の 1/3 以下に下落し、









められたのは 8 人、うち改革派の候補はモハンマドレザー･アーレフのみであった。 
 
今回の選挙結果とそこに至る経緯 
 各紙で報じられているように、6 月 14 日の第一回投票結果は投票率 72.7％、トップのロウ
ハーニー候補が 50.71％、以下ジャリーリー候補 11.34％、レザーイー候補 10.58％で決選投票
をまたずにロウハーニーの当選が確定している。 
 この結果をみると、投票率それ自体がこれまでの大統領選挙と比べても比較的高かったこと









決定づけたのは、実は投票のあった 6 月 14 日のわずか数日前からの動きであった。今回この
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1897-1941 年」、第 2 巻「産業化の時代、
1941-1978 年」、第 3 巻「イスラム化の時










4 巻のものであるが、第 1 巻の表紙は『映
画俳優ナーセロッディーン･シャー』（M.
マフマルバーフ監督）、第 2 巻は『雨の降
ったあの晩』（K.シールデル監督）の写真
である。また第3巻では『愛の小路で』（Kh.
スィーナーイー監督）からイラン革命の最
中に焼討ちに遭ったアバダンのレックス
映画館の場面が使用されている。なお本書
は通常の冊子体でも販売されているが、ア
マゾンの Kindle をはじめとする電子書籍
としても入手可能であり、後者の方が価格
が安いためもあって広く流通しているよ
うである。 
（鈴木） 
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